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数学科学習指導案
日 時：平成１８年１１月１０日（金）４校時

場 所：黒石野中学校会議室

学 級：２年１組（男子 名、女子 名、計 名）17 17 34
授業者：山本 克哉

１ 単元名 第４章「平行と合同 （東京書籍 新編「新しい数学」２年、ｐ１０２）」

２ 単元について

（１）教材について

中学校における図形指導では 小学校での学習の基礎の上に立って既習の知識をより深化 一、 （

） 、 。 、般化 し さらにそこから導き出される新たな事象について学習を進めていく 第１学年では

平面図形・空間図形についての基本知識・基本用語を学習し、第２学年以降の図形学習の基礎

をつくる。第２学年では平行や合同、基本的な三角形や四角形についての学習を進めながら、

小学校で学んだ知識の裏付けと論証の基礎能力を養う。第３学年では相似な図形を学習するこ

とを通して論証の力をさらに高めていく。

本単元では平行線の性質や多角形の角についての性質を考察したり、三角形の合同条件を用

いて簡単な図形の性質を証明することを通して、数学的な推論の方法に関わる基礎的な知識や

方法を身に付けるとともに、論理的な思考力を伸ばすことがねらいである。

（２）生徒について

普段から明るく元気であり、指示に従って活動に取り組むことができる生徒が多い。授業に

おける発言も活発である。夏休み明けに行われた実力テストでは、多くの生徒が学年平均を上

回っており、前単元の内容理解についてはおおむね良好である。しかし、 数学に対する苦手

意識を持っている生徒もおり、個別に支援を必要としている生徒も数名いる。よって、授業で

はひとりひとりの様子にできるだけ目を配り、つまずいている生徒にはその授業のポイントを

示唆するなど支援していきたい。

（３）指導について

本単元における学習事項のほとんどは、小学校の段階ですでに扱っている内容である。その

ため生徒にとっては新しい知識を学ぶという新鮮さはあまりない。また 「正しい」と学習し、

てきた事柄について、その真偽を疑い、正しいことを論証するといった必要性は感じられない

ことが多い。よって、この単元では、証明することの目的を「正しいことを示す」ことではな

く 「説明の根拠を求め、部分的な体系をつくる」ことに重点をおいて指導を進めたいと考え、

る。

また、証明に関してはその形式的な記述の完成を急がず、証明の見通しを個々が持てるよう

丁寧に確認しながら指導を進めていきたい。また、その際証明の根拠となることがらをしっか

りと整理し、正しい言葉を用いて表現することを大切にしたいと考える。

３ 単元の目標

観察、操作や実験を通して、基本的な平面図形の性質を見いだし、平行線の性質や三角形の合同

条件をもとにして、それらを確かめることができるようにする。

ア 平行線や角の性質にもとづいて図形の性質を調べることができるようにする。

イ 多角形の角についての性質を見いだすことができるようにする。

ウ 証明の方法と意義を理解できるようにする。

エ 図形の合同の意味を理解し三角形の合同条件を見いだし、それを活用することができるよ

うにする。
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４ 単元の指導計画

（１）平行線と角 ７時間

① 導入・・・・・・・・・・・・・・・・１時間

② 多角形の内角と外角・・・・・・・・・２時間

③ 平行線と角・・・・・・・・・・・・・３時間

④ 基本の問題・・・・・・・・・・・・・１時間

（２）合同な図形 ８時間

① 合同な図形・・・・・・・・・・・・・１時間

② 三角形の合同条件・・・・・・・・・・３時間

③ 証明のすすめ方・・・・・・・・・・・３時間（本時２／３）

④ 基本の問題・・・・・・・・・・・・・１時間

（３）単元のまとめ ２時間

① 章の問題・・・・・・・・・・・・・・１時間

② 単元テスト・・・・・・・・・・・・・１時間 計１７時間

５ 本時について

（１）目標

証明の根拠となっていることがらを明確にしながら、仮定から結論を導く証明の手順について理解す

ることができる。

（２）指導の構想

証明の学習を終えた後 「記述が面倒 「どのように考えたらよいか分からない 「記述の仕方が分か、 」 」

らない」などといった感想が聞かれるように、生徒は苦手意識を持つことが多い。本時は証明問題に取

り組む第一段階として、形式的な記述の仕方にこだわるのではなく、証明の見通しを持つことができる

ことに重点を置いて進めていきたい。そのための工夫として以下の３点に留意して授業を構想した。

① 作図をさせる。

これは題意を理解させるとともに、直観的に等しいと認められる辺や角のうち、仮定と結論を区別

しやすくするために行う また 同じ条件のもとで複数の図をかいたり見たりすることによって 条。 、 、「

件を満たしていればどんな図でも成り立つ」という証明の意義を感じさせたいと考えた。

② つながりを探し 「見通し」を持たせる。、

仮定と結論の間のつながりを探すことを丁寧に扱いたい。この際大切にしたいのが、仮定から結論

へ向けての道筋を探すのだけではなく、結論から逆にたどりながらつながりを見つけるといった考え

方である。双方向からの道筋がつながったときに 「見通し」が持てると考えた。、

③ 必要な条件を抽出させる。

直観的に認められる等しい辺や角を多く出させ、それが証明に使えるかどうか、必要かどうかを吟

味させたい。結論を用いることができないことや、仮定以外の条件について根拠を明らかにしながら

確認することが証明問題に取り組む上で大切だと考えた。

（３）具体の評価規準

努力を要する)への支援Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる） Ｃ(

証明の必要性に関心を持ち 証明の仕組みに関心を持ち の根拠がすぐにいえ数学への関心・意欲・態度 、 、 ED=EC
その手順を考えようとする 調べようとする。 ないことを示す。。

仮定から結論を導くために 問題から三角形の合同条件 仮定や既習の性質からわか数学的な見方考え方

必要である合同な三角形を のどれを使って結論を導き る、等しい辺や角の関係を

みつけ、証明全体の見通し 出せるかを考え、適切な条 図と照らし合わせながら個

を持ち、すばやく適切な条 件を選ぶことができる。 別に示す。

件を選ぶことができる。

演繹的な推論による証明の 仮定や結論の意味を理解し 同じ条件をみたす複数の図数量・図形などについての

意義を理解している。 ている。 を考えさせる。知識・理解
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（４）本時の展開

段階 学習過程 生徒の活動 教師の指導・支援 備考

導入 １ 問題提示と １ 問題を読み 作図をする １ 全員でよませる。 紙板書提示、 。

学習プリント配布作図

２ 課題設定 ２ 本時の課題を設定する。 ２ ＥＤ＝ＥＣとなることの

① 等しい関係にある辺や角 根拠がすぐにはいえないこ

を見つける。 とから課題を設定する。

② 等しい関係にある辺や角

の根拠を考える。

ＥＤ＝ＥＣとなることを根拠を示して説明（証明）しよう

１５

展開 ３ 課題追究 ３ 以下の手順にそって証明 ３ 以下の手順にそって見通

の見通しをもつ。 しを持たせる。

① 仮定と結論 ① 仮定と結論を確認する。 ① ならばがないことに留意

の確認 させながら、題意から仮定

と結論を考えさせる。

仮定から結論を導② つながりを ② 線分が等しいことを説明 ② 既習事項を想起させ、結 ▲

くために三角形の合みつける。 するための根拠を既習事項 論に導くための手順を考え

同を利用すればよいから考え、三角形の合同を させる。

。示せばよいことに気づく。 ことを理解できたか

③ 問題整理 ③ 三角形の合同をいうため ③ 三角形の合同を導くため

に図から等しい辺や角を式 に等しい辺や角の関係を書

で書き出す。 き出させる。

EA=EB, AED= BEC,∠ ∠

A= B, D= C,∠ ∠ ∠ ∠

合同条件にあて④ 問題解決 ④ 三角形の合同をいうため ④ どの合同条件にあてはめ ▲

はまる辺や式の関に必要な３つの関係を選び ればよいか考えさせ、必要、

係を見いだすこと合同条件を用いて口頭で説 な３つの関係を考えさせる。

ができたか。明する （聞く）。

根拠になること２５ ５ 課題解決 ５ 根拠を明らかにしながら ５ 証明の根拠になることが ▲

がらを適切に選ぶ証明の記述を行う。 らを考えさせながら証明を

ことができたか。まとめる。

終末 ６ まとめ

① ふり返り ① 本時の内容をふり返って ① 生徒の言葉でまとめるよ

分かったことや大切だと思 うに促す。

った考え方をまとめる。

② 意見発表 ② まとめを発表する。 ② まとめを発表させる。

線分が等しいことを証明・

１０ するには、合同な三角形を

見つけて証明すればいい。

・結論から逆に考えると証

明の流れが見えてくる。

（７ 定着問題） ７ 定着問題に取り組む。 ７ 定着問題に取り組ませる 時間によっては。

省略する。

８ 次時の予告 ８ 次時の学習を知る。 ８ 次時の内容を予告する。



（ 月 日 曜日 組 番 氏名 ）

４章 平行と合同 「証明のすすめ方②」教科書 １０２～１０３No.11 p

＜課題＞

、例２）線分ＡＢとＣＤとの交点をＥとして

ＥＡ＝ＥＢ、ＡＤ ＣＢ となるように//

ＡとＤ、ＢとＣを線分で結びます。

このとき、 ＝ となることを

証明しなさい。

※はやく終わったら同じ条件でもう１パターン作図してみよう！＜実際に作図してみよう＞

＜考え方＞



、例２）線分ＡＢとＣＤとの交点をＥとして

ＥＡ＝ＥＢ、ＡＤ ＣＢ となるように//

ＡとＤ、ＢとＣを線分で結びます。 （ 図）

このとき、ＥＤ＝ＥＣ となることを

証明しなさい。

には根拠を書き入れよう！☆ 根拠になることがらを示して、説明してみよう！

△ と△ において｛証明｝

＝ …………

＝ …………

＝ …………

から

△ ≡△

から

＝

、 。・あることを するときには それまでに正しいと認められたことがらを として使えばよい

＜今日の学習をふり返って、分かったことや大事な考え方などをまとめよう！＞

できた できなかった自己評価表 （○を付けよう）

、①話をしっかりと聞くことができたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 終わった人は

ｐ６４～ｐ６７② Ａ Ｂ Ｃ Ｄ仮定から結論を導く証明のすすめ方を理解できたか。 ワーク

。③ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ証明の根拠となることがらをみつけることができたか。 に取り組もう

④ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ根拠となることがらを明らかにしながら証明することができたか。



右の図で、Ｏが線分ＡＢ、ＣＤそれぞれのたしかめ２

中点ならば ＡＣ ＤＢ となることを以下の//

ように証明しました。

にあてはまる根拠を書きいれなさい。

△ＡＯＣ と △ＢＯＤ において｛証明｝

…………Ｏ Ａ ＝ Ｏ Ｂ

…………Ｏ Ｃ ＝ Ｏ Ｄ

…………∠ＡＯＣ ＝ ∠ＢＯＤ

から

△ＡＯＣ ≡ △ＢＯＤ

から

ＯＡＣ ＝ ∠ＯＢＤ∠

から

ＡＣ ＤＢ//


